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は、先行研究に基づき、下に述べる 4 つの研究上の目的を設定した。第 1 に、WE に
影響を及ぼす仕事の資源として、「職場サポート」「部下育成行動」の効果を検証す
る。第２に、WE に影響を及ぼす個人の資源として、能力的成長と精神的成長から
なる「自己の成長」の影響を検証する。第 3 に、WE と先行要因との関係に加え、
WE と結果変数との関連も含んだ包括的モデルの検証を行う。第 4 に、上司と部下
（一般従業員）や非正規雇用従業員など、立場の異なる多様な人々を調査対象とし、
WEの高低やWEの効果を検討する。本論文は、これらの目的を果たすために計画・
実施された 7 つの研究報告をまとめたものである。 
 研究 1 は、一般企業社員・公務員を対象にした調査を行い、職場サポートは自己
の成長を媒介して WE を高め、WE はパフォーマンスへ正の影響を及ぼしていた。
加えて、自己の成長は直接的に心理的ストレス反応を低減させることを明らかにし
た。 




 研究 3 では、上司の部下育成行動が部下育成能力と自己の成長を高め、これらを
媒介し WE を高めるというモデルの検証を行った。結果的に、部下育成への関心、
部下育成への自信、内省の促進、ポジティブ・フィードバックからなる「部下育成



















 研究 6 は、自己の成長に影響を与えたと考える仕事経験についてインタビュー調
査を行った。上司・部下ともに、「ゼロから何かを作り上げる仕事」が、部下でのみ
「入社初期（配属後）の仕事」が有意な影響を及ぼしていた。 


















科紀要「人間文化研究」第 29 号（2017 年）に掲載された。また、研究 4 は日本産
業・組織心理学会が刊行する「産業・組織心理学研究」第 32 巻第 2 号に掲載が決定
している（2019 年 3 月刊行予定）。また、研究 1 は日本応用心理学会第 83 回大会
























































 ５ 最終試験の結果の要旨又は学力確認の結果の要旨 
最終試験は、1 月 31 日午後 1 時 00 分より 2 時 00 分まで行われた。参加者は審査
委員を含む 6 名であった。概要を以下に示す。 
はじめに、申請者本人から研究概要の説明が、PC と配布資料を用いて約 30分行わ
れた。その後、審査委員を含む出席者からの質疑と応答を約 30 分行った。 
審査員からは、WE の尺度構成について、1 次元でとらえるべきなのか 3 次元でと
らえるべきなのか、「自己の成長」の概念の定義、および、研究で示されたモデルの
妥当性に関して質疑がなされた。申請者はそれらの質問に対して誠実に回答してい
た。論文では、英文の先行研究を豊富に引用し先行研究についての質問への応答も
的確で、博士号に必要な語学力の確認もなされた。加えて、調査データの分析に必
要な多変量解析の手法についても十分な知識のあることが確認された。本研究の学
術的示唆・実践的示唆や今後の研究の方向性を明確に指摘しており、今後の WE 研
究を刺激し、職場での人材育成のあり方を深めていく一助となることが期待される。
以上の点から、最終試験によって、本論文が質的にも量的にも博士論文として必要
な水準の研究に基づき執筆されているとの評価を与えることができることが確認さ
れた。 
 
６ 学位授与についての意見 
上に述べたように、本論文は、ワーク・エンゲイジメント（WE）の先行要因とし
て、「自己の成長」「職場サポート」「上司の部下育成行動」を取り上げ、WE のパフ
ォーマンスへの影響を含めた包括的な検討を行い、WE 研究における「自己の成長」
概念の重要性を主張するなど、一定の学術的貢献を果たしている。加えて、正規の
一般従業員だけでなく、中間管理職を含む上司や非正規従業員の WE についても検
討している。職場の労働意欲・活力について実践的な示唆も豊かで高い価値を有す
る研究と考えられ、審査委員会は、申請者に博士（人間文化）の学位を授与するの
が適当であると判断する。 
